
全11団体

団体名 助成の対象事業

交響楽部

書道部 ・東北大学学友会書道部六月展
一般の方々にも書道に親しみを持ってもらえるように、一般に無料公開する。　
内容は部員が制作した書道作品の展示である。東北学院大学書道研究部と共同開
催であり、それらの作品も同様に展示する。

柔道部 ・第２回七大学柔道フランス派遣事業
東北大学柔道部をはじめとする全国七大学（北海道大学、東北大学、東京大学、
名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学）代表選手団がフランス各地におい
て、現地の選手や柔道関係者と稽古や試合、講習会を行うものである。この活動
により、国際社会における高専柔道の普及に大いに貢献することが期待される。

アメリカンフット
ボール部

・フラッグフットボール教室
小中学生を対象に東北大学アメフト部員がフラッグフットボールを教える。小中
学生を対象にフラッグフットを行うことで、地域貢献、スポーツとしてのフラッ
グフットやアメリカンフットボールの周知、東北大学アメリカンフットボール部
の知名度向上及びファンの獲得を図る。日ごろ応援してくださっている地域の
方々との交流を深めたい。

オリエンテーリング部 ・第41回東北大学オリエンテーリング大会
毎年オリエンテーリングの大会を開催している。趣旨はオリエンテーリング競技
の普及であり、日本中のオリエンテーリング競技者のみならず、一般の方への競
技の普及も目的としている。
規模は参加者200人程度となる予想で、当部主催の大会を通して、オリエンテー
リング競技者にはさらなる技術力向上、未経験者にはオリエンテーリングという
競技について知っていただこうと思っている。 

かるた会 ・木造高校合同合宿練習会
青森県つがる市内にある青森県立木造高校にて、青森県の高校生と競技かるたの
練習会を合宿で行う。具体的には、私たち東北大学かるた会員が、現地の高校生
に競技かるたの指導を試合形式の練習を通して行うというものである。 
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・東北大学交響楽団・京都大学交響楽団ジョイントコンサート2018
年2回の定期演奏会を開催しているが、5年に一度、京都大学交響楽団と合同演奏
会を開催。
市民の皆様により良い演奏をお届けし、地域を盛り上げたい。

FROM THE EARTH ・高校生モデルロケット教室
高校生に火薬を用いたモデルロケットを通して、物理や宇宙開発について学んで
もらう。参加人数は30人の予定である。また、当団体の社会事業活動内容拡充の
ため。 

学問と社会をつなぐ
サロン

・国内外の現場の事例を通じた人権意識啓発のための連続講演会
ジャーナリスト、弁護士などの外部講師を招聘し、東北大生を対象とした講演会
を行う。地域社会から国際関係までの幅広いテーマを対象に、第一線で活躍する
人物の講演を通じて東北大生の人権意識向上のための啓発・教育を試みる。 

Smile Future JAPAN
仙台
（医学部長推薦）

・さよならバイキンだいさくせん2018（仮）
幼稚園～小学校低学年の子ども、およびそのご家族を対象に、抗菌薬の適正使用
や感染症予防などについて学んでいただく参加型ワークショップである。子ども
に楽しく分かりやすく工夫を凝らした劇、アドベンチャーゲームを模したクイ
ズ、手洗いチェッカーを用いた手洗い実践などを計画している。昨年の11月12日
にも類似の企画を行い、多くの方にご来場いただいた。イベント前後に行った
アンケート調査では、来場者の皆さんに薬剤耐性菌の問題などについて十分理解
していただけた結果となった。昨年の経験を活かしながら、今年度はさらに改良
を加え、より多くの市民の皆さんに薬剤耐性菌について知っていただけるよう、
現在企画中である。

 歯科医療研究会
（歯学部長推薦）

・市民のつどい
地域の方々向けの歯科についての啓発活動（実験、展示、クイズ等）展示や実験
等を通して歯科への意識や知識を高めてもらうことを目的とする。また、市民の
つどいでの活動を通して、更に他の地域における歯科啓発活動をより充実させる
ことも目的とする。

写真部 ・東北大学学友会写真部六月展
せんだいメディアテークのギャラリーにて写真部員の写真を入場無料で展示する。
地域の方々と写真作品という芸術を通した交流をするとともに、写真作品作成の
一貫したプロセスを新入部員に伝えることで技術向上を図る。
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